
 大会第1日  【10月21日(火)】  9:45～12:30 口頭発表 

 A 会場   

熱帯大気・台風 

 座長 ： 寺尾 徹（香川大教育） 

A101 寺尾 徹 (香川大教育) インド亜大陸北東部の平野部と丘陵域におけるTRMM降水量推定値の転倒

ます式雨量計による直接評価 

A102 遠藤 伸彦 (JAMSTEC/RCGC) マレーシア国サラワク州におけるグリッド降水量の検証 
A103 伍 培明 (JAMSTEC/DCOP) 2010年2月ジャワ島西部の山岳域における降雨の観測 
A104 安永 数明 (富山大院理工) MJO発達期・衰退期における水平風による水蒸気輸送の効果 
A105 清木 亜矢子 (JAMSTEC) 季節的な南東インド洋冷却とMJOとの関係 
A106 耿 驃 (JAMSTEC) CINDY観測期間中に発生したMJO-1に伴う降水システムの構造 
A107 福富 慶樹 (JAMSTEC) 中央太平洋上の対流圏下層の混合ロスビー重力波に対する南半球中緯度

からの強制 

A108 角 ゆかり (名大院環境) 全球観測データを用いた準二日振動のMSE収支解析 
 

 座長 ： 久保田尚之（JAMSTEC） 

A109 久保田 尚之 (JAMSTEC) 2013年台風30号はフィリピンに上陸した観測史上最強の台風だった 

  か？ 
A110 北畠 尚子 (気象研) 1980 年代の米軍航空機観測を用いたドボラック法の再調査 
A111 櫻木 智明 (気象研) 北西太平洋における台風の急発達の統計調査 
A112 金田 幸恵 (名大地球水循環) 水平解像度2kmの非静力学モデルを用いた狩野川台風(TY195822: 
  IDA)の再現実験（続報） 

A113 那須野 智江 (JAMSTEC) 夏季西太平洋における台風発生事例の要因分析 
A114 吉岡 大秋 (横浜国大) ALERA2を用いたPALAU2013で観測された台風4号発生・発達期の環境場の

特徴 

A115 嶋田 宇大 (気象研) トロコイダル運動しているT1215の内部構造のレーダー解析 
A116 山口 宗彦 (気象研) ２週先までの熱帯低気圧活動予報のスキルの全球マップ 
A117 奥 勇一郎 (大阪市環科研) 台風1112号を対象とした経路アンサンブル実験 
A118 Hegde Anitha Kumari (九大院理) The moisture transport during Typhoon Man-yi through moisture 

  conveyor belt from Indian Ocean and South China Sea - a case study using WRF model 



 大会第1日  【10月21日(火)】 9:45～12:30 スペシャル・セッション 

 B 会場   

高速スキャンレーダーによる激しい大気現象の観測：現状と将来展望 

 座長 ： 楠 研一（気象研） 

B101 下瀬 健一 (防災科研) 高時空間分解能の３次元風速場推定に向けた変分法を用いた複数台ドップ

ラーレーダーデータの解析手法の検証 

B102 鈴木 真一 (防災科研) 2013年9月2日に埼玉県・千葉県で発生した竜巻の親雲のXバンドMPレーダ

による観測 

B103 佐藤 英一 (気象研) Kuバンドレーダーで観測したシビア現象の解析：調布竜巻 
B104 道本 光一郎 (ウェザー・サービス) 高密度四次元気象観測手法とそれに基づく防災情報提供に関

する研究（概要） 

B105 佐藤 晋介 (NICT) ２台のフェーズドアレイ気象レーダーによる対流雲の３次元風速場の観測 
B106 高橋 暢宏 (NICT) フェーズドアレイ気象レーダによる降水雲の３次元構造の短時間変化の初期解

析 

B107 村田 健史 (NICT) 科学クラウドを活用した3D降雨レーダのリアルタイム3次元可視化 
B108 磯田 総子 (NICT) フェーズドアレイ気象レーダで観測された2012年7月26日に発生した複数の局

地的大雨の特長 

 

 休憩 

 

 座長 ： 牛尾知雄（阪大） 
B109 吉田 翔 (気象工学) フェイズドアレイレーダで捉えられた降水コアの特徴 

  －孤立型積乱雲の場合－ 

B110 楠 研一 (気象研) フェーズドアレイレーダーによる竜巻等突風・局地的大雨探知のための研究計

画 

B111 足立 透 (気象研) フェーズドアレイレーダー観測データを用いた積乱雲内の渦の3次元解析処理

の試み 

B112 吉田 智 (気象研) 積乱雲の発達に伴う雲内電荷構造の変化 
B113 古本 淳一 (京大生存研) PANDAによるレーダー・ライダー融合観測と400MHz帯ウインドプロフ

ァイラを用いた沖縄亜熱帯域の局所的大雨の微細構造の観測 

B114 水谷 文彦 (東芝) フェーズドアレイ気象レーダのアンテナパターン最適化 
B115 木田 智史 (東芝) 二重偏波フェーズドアレイ気象レーダーの開発 
B116 菊池 博史 (阪大院工) 二次元フェーズドアレイを用いた偏波観測精度の評価 

 

 総合討論 

   



 大会第1日  【10月21日(火)】  9:45～12:30 口頭発表 

 C 会場   

大気放射 

 座長 ： 佐藤可織（九大応力研） 

C101 内山 明博 (気象研) 地上でのエアロゾル光学特性の連続観測（福岡と北京の比較） 
C102 石元 裕史 (気象研) 赤外サウンダによる火山灰光学特性の推定 
C103 萩原 雄一朗 (九大応力研) CloudSatとCALIPSOから求めた雲頂高度の違いについて（その３） 
C104 岡本 創 (九大応力研) 衛星搭載アクティブセンサによる氷粒子の波長比と微物理特性の解析 
C105 田中 健太 (九大院総理工) 衛星搭載雲レーダ・ライダ・赤外サウンダの複合利用による氷水量と

過飽和度の解析 

C106 佐藤 可織 (九大応力研) 衛星搭載アクティブセンサ複合解析手法の改良：下層雲への適用 
C107 牧野 利行 (九大院総理工) 光学的に厚い下層雲の観測を目的とした多視野角・多重散乱ライダー

の開発 

C108 岩渕 弘信 (東北大院理) MODIS赤外バンドから推定した氷晶雲の統計的性質 
C109 竹岡 遼 (奈良女子大院人間文化) 北極域における雲底高度と雲の放射強制力の関係 



 大会第1日  【10月21日(火)】 9:45～12:30 

 D 会場   

9:45～11:00 口頭発表 

雲物理 

 座長 ： 鈴木賢士（山口大農） 

D101 田尻 拓也 (気象研) 黄砂イベント時の大気エアロゾルの氷晶核能 
D102 村上 正隆 (気象研) 大気エアロゾルの氷晶核能に関する研究 
D103 鈴木 賢士 (山口大農) 沖縄集中観測キャンペーン2007-2014における成果とビデオゾンデによる 

 雲微物理観測の可能性 

D104 端野 典平 (中研環變) A Numerical study of the flow fields around falling ice crystals and the 

  hydrodynamic torque 

D105 真木 太一 (九大名誉教授) 愛媛県西条市・新居浜市付近での2013年12月27日の液体炭酸散布によ

る人工降雨実験 

D106 岩田 歩 (金沢大) 日本における花粉およびその抽出物の氷晶核能調査 
D107 山口 悟 (防災科研) 降雪種と比表面積との関係 

 

11:00～12:30 スペシャル・セッション 

日本の豪雨・豪雪と黒潮 

 座長 ： 茂木耕作（JAMSTEC） 

D108 松野 健 (九大応力研) 東シナ海の黒潮と台湾暖流・対馬暖流 
D109 升永 竜介 (東大先端研) 黒潮続流の十年規模変動が冬季の大気境界層に及ぼす影響 
D110 山内 晃 (長大院水産環境) CloudSat-CALIPSO衛星データから導出された氷雲の広域特性解析 
D111 藤部 文昭 (気象研) 日本の短時間強雨の年々変動と気温・海面水温変動との関係 
D112 山下 寛 (福岡管区気象台) 2013年7月3日の福岡県の大雨 
D113 佐藤 笑 (弘前大院理工) 東シナ海の黒潮付近で5月に観測された霧 

  －2013年と2014年の観測事例－ 

D114 平田 英隆 (九大院理) CReSS-NHOESで再現された爆弾低気圧の発達に対する黒潮・黒潮続流域の 

  果たす役割 

D115 加藤 輝之 (気象研) つくば竜巻をもたらした下層水蒸気の蓄積過程における黒潮の影響 



 大会第1日  【10月21日(火)】  13:30～17:00 口頭発表 

 A 会場   

気候システムⅠ 

 座長 ： 田中 翔（東大先端研） 

A151 渡部 雅浩 (東大AORI) 地球温暖化の加速と停滞(ハイエイタス)に対する自然変動の寄与 
A152 植田 宏昭 (生命環境) モンスーン循環に見られる近年の気候ハイエイタスと温暖化予測 
A153 釜堀 弘隆 (気象研) 台風の最大風速と平均降水量の関係---衛星観測と再解析--- 
A154 原田 やよい (気象研) 質量重み付き等温位面上帯状平均法による角運動量収支を利用した大気大

循環場解析 

A155 田中 翔 (東大先端研) 発達過程における西太平洋パターンのエネルギー収支解析 
A156 安成 哲平 (GESTAR/USRA at NASA/GSFC) Atmospheric responses caused by snow darkening effect 

  over Eurasia from spring to summer 

A157 垪和 優一 (岡大院教育) 広域場の季節進行の中でみた10月頃の日々のシベリア高気圧の季節的発

達 

A158 濱木 達也 (岡山大院教育) 冬から春にかけての日々のシべリア高気圧の季節的な衰退過程に関す

る解析(その2) 

A159 瀧川 優実 (岡大・教育・理科) ヨーロッパと東アジアにおける日々の気象気候系と広域場の季節

サイクルに関する比較気候学的研究（第一報） 

A160 森 正人 (東大大気海洋研) 近年頻発しているユーラシアの寒冬に対する北極海海氷の影響 
A161 塩竈 秀夫 (環境研) 米国南西部における2013年6-7月熱波に関するイベント・アトリビューション 

A162 林 未知也 (東大大気海洋研) 2014年に起きた2度の西風イベントによる海洋場への影響 
A163 稲津 將 (北大院理) 非定常揺動散逸定理を用いた冬季成層圏循環の予測可能性の解析 

 

 座長 ： 加藤雅也（名大地球水循環） 

A164 今北 詠士 (自然災害リスク研究グループ) 気候変動による洪水リスク評価の取組みについて～そ

の１：荒川流域における流量の再現実験～ 

A165 加藤 雅也 (名大地球水循環) 気候変動による洪水リスク評価の取組みについて ～ その2:  
 解析雨量と CReSS の期間最大降水量の検証 ～ 

A166 日下 博幸 (筑波大学計算科学) アンサンブル気候実験手法を用いた都市降水の研究と今後の課題 

A167 今田 由紀子 (気象研) 統計的ダウンスケーリングを用いた局所的な豪雨に対するイベント・アト

リビューション（要因分析）の試み 

A168 栗原 和夫 (気象研) 地域気候モデルの現在気候再現実験における梅雨期の低気圧中心の日本周辺

での分布 

A169 島田 照久 (東北大院理) オホーツク海と日本周辺域における夏季の雲分布の二つのレジーム 
A170 高橋 庸哉 (北教大) 札幌市とその近郊での10℃を超える気温差について～ヒートアイランド現象

ですべて説明しうるか？ 

A171 稲津 將 (北大院理) 北海道における夏季気候変動に関するマルチGCM×マルチRAM実験による

力学的ダウンスケーリング 

A172 葛西 光希 (北大院情報) メソ気象モデルWRFを用いた北海道留萌地方の局地風に関する考察 
A173 安藤 雄太 (三重大院生物資源／極地研) 大気循環と日本周辺の海面水温が日本の気候に与える 

  影響～秋から冬への変遷期～ 



 大会第1日  【10月21日(火)】 13:30～17:00 スペシャル・セッション 

 B 会場   

惑星大気科学の現在 

 座長 ： 高木征弘（京産大・理） 

B151 神山 徹 (産総研) 金星雲層高度における惑星規模大気波動の鉛直伝搬性について 
B152 高木 征弘 (京産大・理) 金星大気スーパーローテーションの維持メカニズムについて 
B153 山本 勝 (九大応力研) 厚い雲に覆われた地球型惑星大気循環の感度実験 
B154 高木 聖子 (東海大TRIC) 金星上部もや層の研究 
B155 佐川 英夫 (京産大) ミリ波・サブミリ波を利用した金星上層大気の観測 
B156 池川 慎一 (北大環境科学院) 金星雲画像を用いた多数枚による風速推定の研究 
B157 安藤 紘基 (宇宙科学研究所) 金星大気の電波掩蔽観測のこれから 

 

 座長 ： 高橋芳幸（神戸大院理） 

B158 荻原 弘尭 (北大院理) 火星ダスト巻き上げスキームの DCPAMへの実装及び地表面ダストフラッ

クス診断実験 

B159 野口 克行 (奈良女子大研究院自然) 火星大気CO2凝結を考慮した電波掩蔽観測データの再導出 
B160 小高 正嗣 (北大理) 初期火星大気中の主成分凝結対流の二次元数値実験－雲分布の凝結核数混合

比に対する依存性－ 

B161 小高 正嗣 (北大理) 着陸機による探査のための火星表層環境評価 
B162 杉山 耕一朗 (宇宙研) 雲解像モデル CReSS の火星大気への適用: 混合長の取り扱い 

 

 座長 ： 中島健介（九大院理）  

B163 杉山 耕一朗 (宇宙研) 木星大気の雲対流と大気構造 
B164 今村 剛 (宇宙研) 惑星大気と太陽大気の対流 
B165 佐々木 洋平 (京大院理) 高速回転する薄い球殻中の対流により引き起こされる表層の帯状流 
B166 新田 光 (東大・理) 地球型水惑星の地表水分布と暴走温室限界 
B167 石渡 正樹 (北大理) 同期回転惑星の大気循環における雲の効果に関する数値実験 
B168 大西 将徳 (神戸大院理) 系外惑星大気の3次元計算のための放射モデル開発 

 

 総合討論 

   



 大会第1日  【10月21日(火)】 13:30～17:00 スペシャル・セッション 

 C 会場   

温室効果ガス観測技術衛星GOSAT「いぶき」の研究成果と今後 

 座長 ： 今須良一（東大大気海洋研） 

C151 横田 達也 (環境研) 温室効果ガス観測技術衛星GOSAT「いぶき」の現状と今後 
C152 塩見 慶 (JAXA) GOSAT後期利用における現状と試み－L1処理と運用 
C153 菊地 信弘 (環境研) 拡散板とサングリント観測によるGOSAT TANSO-FTS SWIR偏光感度の軌道

上校正 

C154 吉田 幸生 (環境研) GOSAT TANSO-FTS SWIR L2 カラム量プロダクト－次期バージョン (V03) 
  へ向けた検討 その 2－ 

C155 森野 勇 (環境研) TCCON (Total Carbon Column Observing Network)の現状と今後 
C156 井上 誠 (環境研) 航空機観測データを用いたGOSATプロダクトの検証－バイアスのパラメータ依

存性とその補正手法の検討－ 

C157 阿保 真 (首都大システムデザイン) つくばにおける1.6μm DIALと航空機の同時CO2鉛直分布観測 

 

 座長 ： 川上修司（JAXA/EORC） 

C158 染谷 有 (東大大気海洋研) FTS-Band4データを用いた雲・ダストエアロゾルの検出と高度推定 
C159 今須 良一 (東大大気海洋研) ロシア水文気象環境監視局の航空機による気体、粒子状物質の検証

観測 

C160 片岡 文恵 (RESTEC) 航空機搭載S-HISデータ、および海面水温を用いたTANSO-FTS熱赤外バンド

の評価 

C161 齋藤 尚子 (千葉大CEReS) GOSAT/TANSO-FTS TIRバンドの新バージョンCO2、CH4プロダクトの

データ質について 

C162 大山 博史 (名大STE研) GOSAT熱赤外および短波長赤外H2Oカラム平均濃度の比較 

 

 座長 ： 横田達也（環境研） 

C163 マクシュートフ シャミル (NIES) Inverse model for estimation of the surface CO2 fluxes at grid scale 

 resolution with GOSAT data 

C164 丹羽 洋介 (気象研) トップダウン・アプローチによるCO2フラックス推定の高解像度化に向けて 
C165 眞木 貴史 (気象研) 衛星観測データのバイアスがCO2データ同化に与える影響 
C166 髙木 宏志 (環境研) Impact of Differences in Spatial Coverage of Multiple GOSAT-Based CO2 Data on 

 Regional Flux Estimates 

C167 石澤 みさ (環境研) Inter-annual variability in CO2 exchange in Northern Eurasia inferred from  

       GOSAT-XCO2 

C168 市井 和仁 (JAMSTEC) GOSAT L4Aプロダクトと種々のボトムアップ手法の陸域炭素フラックス

の比較 

 総合討論 



 大会第1日  【10月21日(火)】 13:30～17:00 スペシャル・セッション 

 D 会場   

ハイパフォーマンスコンピューティングによる超高精度メソスケール気象予測 

 座長 ： 露木 義（気象研） 

D151 斉藤 和雄 (気象研) HPCI戦略プログラム「超高精度メソスケール気象予測の実証」（２） 
D152 青梨 和正 (気象研) 雲解像モデル用のNeighboring Ensembleに基づく変分法同化法（その３） 

D153 横田 祥 (気象研) 二重偏波レーダーで推定した雨水量の同化実験－2012年5月6日に関東地方で発

生した竜巻の事例について－ 

D154 黎 徳 (JAMSTEC) Towards a hybrid variational-ensemble data assimilation system at cloud resolving 

 scales 

 

 座長 ： 瀬古 弘（気象研） 

D155 国井 勝 (気象研) 水平解像度100mのNHMを用いた30秒サイクルデータ同化実験 
D156 前島 康光 (理研計算科学) 2008年7月28日に神戸市付近で発生した局地的豪雨の観測システムシ

ミュレーション実験 

D157 大塚 成徳 (理研計算科学) 100ｍ解像度の領域モデルによる積雲対流のブリーディング実験 
D158 黒田 徹 (JAMSTEC) インクリメンタル化可能なLETKF解析を用いた2011年7月梅雨期の予報実験 
D159 国井 勝 (気象研) アンサンブルカルマンフィルタを用いた台風の強風半径同化実験 

 

 座長 ： 斉藤和雄（気象研） 

D160 瀬古 弘 (気象研) アンサンブル予報結果による九州北部豪雨の要因の抽出の試み 
D161 陳 桂興 (東北大院理) 京コンピュータによる仙台市街区の海風前線侵入の超高解像度数値実験:  
 2007年6月19日10時の事例 

D162 折口 征二 (気象研) 雲解像アンサンブル実験による2012年台風第15号の多重壁雲構造と風速特性 

D163 大泉 伝 (JAMSTEC) スーパーコンピュータ「京」とNHMを用いた伊豆大島の豪雨の高解像度予報

実験 

D164 坪木 和久 (名大地球水循環) 台風に伴う竜巻の雲解像モデルを用いた直接計算による予測の試み 

 

 座長 ： 木村富士男（JAMSTEC） 

D165 伊藤 純至 (東大大気海洋研) 台風全域LES 
D166 佐藤 陽祐 (理研計算科学) 広領域・高解像度 LES による層積雲から積雲への遷移過程の再現実験 

D167 益子 渉 (気象研) 超高解像度数値シミュレーションによる竜巻の詳細構造の解析（第2報） 
D168 橋本 明弘 (気象研) 多次元ビン法NHMの開発－雲核2 成分系の導入－ 
D169 中村 晃三 (JAMSTEC/DSEP) 運動学的ドライバーを使ったビン法雲微物理モデルの比較実験 

  （その２：２次元の場合） 



 大会第2日  【10月22日(水)】 9:10～12:00 

 A 会場   

9:10～10:15 口頭発表 

データ同化 

 座長 ： 寺崎康児（理研計算科学） 

A201 小田 真祐子 (気象研) 台風進路予報向上のための全球モデル用のアンサンブルに基づく変分法同

化法の開発（その２） 

A202 寺崎 康児 (理研計算科学) 全球非静力学モデルNICAMを使った局所アンサンブル変換カルマンフ

ィルタLETKF 

A203 近藤 圭一 (理研計算科学) 10240メンバーによるアンサンブルデータ同化実験 
A204 榎本 剛 (京大防災研) TRMM PRブライトバンド高度の同化実験 
A205 上清 直隆 (気象研) ハイパースペクトルサウンダーAIRSの雲域データ同化実験 
A206 大塚 道子 (気象研) MTSAT-1Rによるラピッドスキャンデータのメソスケールデータ同化への利

用 

A207 石橋 俊之 (気象研) 4次元の背景誤差共分散行列を使った4D-Varによるアンサンブル生成と決定

論的解析 

 

10:20～12:00 スペシャル・セッション 

室内実験で気象学 

 座長 ： 筆保弘徳（横浜国大） 

A208 宇加治 一雄 (無所属) 回転水槽実験の先達－瓜生さんを偲んで－ 
A209 乙部 直人 (福大理) 回転水槽実験－バシレーションの解析－ 
A210 筆保 弘徳 (横浜国大) 粒子画像流速測定法と渦運動エネルギーを用いた回転水槽実験で発生する

傾圧不安定波の定量化 

A211 三村 和男 (東海大自然環境) 室内実験による発見的研究 ～ブロッキング現象に関連して～ 
A212 佐藤 正樹 (東大AORI) 気象室内実験制作による教育・研究 

 

 座長 ： 乙部直人（福大理） 

A213 山本 哲 (気象研) 温室効果気体の演示／実験概観 
A214 鈴木 秀士 (名大院工) 光誘起超親水化チタン酸化物微粒子の人工氷晶核への検討 
A215 佐々 浩司 (高知大理) 何もない平面上に竜巻を再現する工夫 
A216 伊賀 啓太 (東大大気海洋研) 円筒容器内で回転する水に生じる諸現象とその理解のための力学 

A217 田中 雅士 (九大院理) 融解する氷塊の自発的回転 



 大会第2日  【10月22日(水)】  9:10～12:00 口頭発表 

 B 会場   

降水システム 

 座長 ： 山内 洋（気象研） 

B201 岩波 越 (防災科研) 積乱雲の一生の観測計画II－積乱雲発達の早期予測に向けて－ 
B202 山内 洋 (気象研) 2014年6月24日東京に降雹をもたらした積乱雲の二重偏波レーダー解析 
B203 増田 有俊 (京大院工) 偏波レーダ観測値を用いたZDR Columnの存在する孤立積乱雲の特徴解析 

B204 山田 芳則 (気象研) ２つの積乱雲の併合過程の解析 
B205 岩崎 博之 (群馬大教育) 2種類の10秒雨量データを使った発達した対流セルの微細構造 
B206 竹見 哲也 (京大防災研) 濃尾平野における夏期局地降水の出現特性と環境場 
B207 清野 直子 (気象研) 首都圏の夏季降水に対する都市の効果（３）－日降水量に顕著な違いが見ら

れた事例について－ 

B208 馬場 雄也 (JAMSTEC) 雲解像モデルを用いた積雲対流スキームの改良 
B209 二宮 洸三 (無所属) 降水帯のmeso-β-scale降水系 
B210 江原 正彦 (高知大院応用自然) 斜面ストリーク型降水システムのモデル解析 

 

 座長 ： 柳瀬 亘（東大大気海洋研） 

B211 的場 徹 (九大院理) 2013年3月に先島諸島付近で発生したニンジン状雲の数値シミュレーション 
B212 髙咲 良規 (立正大院地球環境) バックビルディング型メソ対流系の形成機構－平成20年8月末の

岡崎豪雨事例－ 

B213 岡田 靖子 (京大防災研) RCPシナリオにおける梅雨期の降水の将来変化 
B214 柳瀬 亘 (東大大気海洋研) JRA-55を利用した日本海のPolar Lowのトラッキング 
B215 廣川 康隆 (仙台管区気象台) 2013年12月19-20日に日本海で発生・発達したメソ渦～その2：エネル

ギー収支解析～ 

B216 栃本 英伍 (東大大気海洋研) 竜巻大発生を伴う温帯低気圧の構造と環境場 －コンポジットした

環境場における理想化実験－ 

B217 藤田 彬 (新潟大院自然) 新潟市で竜巻が発生した2010年12月3日の総観場の解析 
B218 諸田 雪江 (ウェザー・サービス) 雲解像モデルを用いた雷シミュレーションにおける中和過程の

検討（その２） 

B219 飯田 友 (琉球大院理工) 雷雲内粒子のダイナミクスシミュレーション 
B220 岩崎 博之 (群馬大教育) 落雷エネルギーに注目した全球落雷気候学 



 大会第2日  【10月22日(水)】  9:10～12:00 口頭発表 

 C 会場   

中層大気 

 座長 ： 坂崎貴俊（京大生存圏研） 

C201 中村 東奈 (富士通FIP) リオ・ガジェゴス（アルゼンチン）上空における2009年11月の長期間のオ

ゾン全量低下について－波動活動および化学場の影響－ 

C202 門脇 正尚 (環境研) 冬季南半球中高緯度の波動活動と南極オゾンホール規模との関係II 
C203 冨川 喜弘 (極地研) 南極昭和基地における2013年水蒸気ゾンデ観測 
C204 平野 創一朗 (東大院理) 南半球成層圏の極渦消滅（最終昇温）期の年々変動の解析 
C205 木下 武也 (NICT) 南半球中高緯度域のプラネタリー波及び総観規模擾乱の3次元構造に関する研

究 

C206 直江 寛明 (気象研) 波数2型の成層圏突然昇温と成層圏対流圏力学結合 
C207 小寺 邦彦 (名大STE研) 成層圏惑星規模波の反射がユーラシア大陸上のブロッキングに及ぼす影

響:2012年冬の事例を中心として 

C208 柴田 清孝 (気象研) 化学‐気候モデルによる温度とオゾンのソーラシグナル：SSTとGHGsは変化

するが太陽は一定の条件 

C209 Liu Huixin (九大理) 高度500kmまでの大気上下結合：成層圏突然昇温に対する超高層大気変動 

C210 坂崎 貴俊 (京大生存圏研) 高分解能GCMデータを用いた太陽非同期潮汐の解析 
C211 谷田貝 亜紀代 (名大STE研) 熱圏中性風循環場の太陽フレア活動応答：ファブリ・ペロー干渉計か

ら見た大気潮汐への影響 

C212 今井 弘二 (JAXA) Cross-Cutting Comparisons (C3)  ～太陽地球環境の総合理解に向けたウェブサ

ービス～ 

C213 大羽田 剛史 (九大院理) Aura EOS/MLSによる熱帯域半年周期振動の変動について 



 大会第2日  【10月22日(水)】  9:10～12:00 口頭発表 

 D 会場   

物質循環 

 座長 ： 板橋秀一（電中研） 

D201 田中 慶太 (京大院農) 北海道におけるカバノキ属空中花粉の飛散動態 
D202 中原 勇希 (東京理科大院理) 東京神楽坂上空におけるエアロゾル体積濃度分布について 
D203 大田 彩乃 (奈良女子大院人間文化) 東アジア域における視程の季節変動に関する研究 
D204 板橋 秀一 (電中研) 東アジア域における硫黄化合物の収支解析 
D205 酒井 哲 (気象研) 佐賀のライダーとスカイラジオメータによって検出された桜島の火山灰の高度

分布と光学特性 

D206 阿保 真 (首都大システムデザイン) インドネシア・ケルート火山噴火による火山性成層圏エアロ

ゾルの赤道におけるライダー観測 

D207 関谷 高志 (名大院環境学) 大規模火山噴火後の成層圏硫酸エアロゾルの微物理モデリング 
D208 五藤 大輔 (環境研) アジア域における硫酸塩エアロゾル分布に対するホストモデルの不確実性評

価 

D209 河合 慶 (名大院環境) モンゴル国ダランザドガドにおけるアジアダストのシーロメーター観測：

2014年4月のダストイベントの事例解析 

D210 當房 豊 (極地研) 北米の農地由来の土壌ダストの氷晶核としての機能の評価 

 

 座長 ： 佐伯田鶴（JAMSTEC） 

D211 渡邊 明 (福島大院理工) 放射線強度の鉛直分布 
D212 石戸谷 重之 (産総研) 東京－南鳥島間上空における大気中酸素濃度の変動 
D213 平野 竜貴 (防衛大地球海洋) 東京都心の二酸化炭素排出に関する観測的研究 
D214 佐伯 田鶴 (JAMSTEC) Carbon flux estimation by using ACTM for the period 1990－2011 
D215 宮崎 和幸 (JAMSTEC) 衛星観測データ同化による雷窒素酸化物生成量の推定 
D216 辻 健太郎 (気象庁環境気象) 気象庁 紫外線情報の高度化に向けた気象研究所化学輸送モデルの

精度検証 

D217 池上 雅明 (気象庁環境気象) 気象庁 全球-領域大気汚染気象予測モデルシステムの検証結果につ

いて 

D218 内野 修 (環境研) オゾンDIALの連続観測によって見られた下部対流圏オゾンの変動 
D219 長澤 親生 (首都大システムデザイン) 赤道域対流圏界面領域のDIALによるオゾン鉛直分布測定 

D220 秋吉 英治 (環境研) 100年定常実験による温暖化条件下での北半球中・高緯度域のオゾン層破壊 

D221 須藤 健悟 (名大院環境) 化学・エアロゾル気候モデルによる全球窒素沈着シミュレーション 
 



 大会第3日  【10月23日(木)】  9:10～11:30 口頭発表 

 A 会場   

気候システムⅡ 

 座長 ： 新藤永樹（気象研） 

A301 納多 哲史 (京大院理) 地球システムモデルにおけるオゾンの取り扱いが古気候に与える影響: 
  完新世中期の南極 

A302 釜江 陽一 (環境研) マルチパラメータ・マルチ物理アンサンブルにおける気候感度の不確実性と

その制約 

A303 新藤 永樹 (気象研) 気象研究所全球気候モデルの熱帯海洋上の比湿プロファイルのバイアスにつ

いて(2) 

A304 川合 秀明 (気象研) MRI-CGCM3の雲フィードバックの解析 
A305 清木 達也 (JAMSTEC) ２モーメントバルク法雲微物理モデルによる巻雲の雲放射強制力フィー

ドバックの改善 

A306 河本 和明 (長大環境) 95-GHz レーダ反射率と水雲特性の頻度分布の関係 
A307 尾瀬 智昭 (気象研) CMIP5海面水温にもとづく気象研20kmAGCM温暖化実験の水収支 
A308 楠 昌司 (気象研) 全球大気モデルMRI-AGCM3.2Sによる温暖化実験：東アジアの降水量変化 

A309 廣田 渚郎 (極地研) CMIP5気候モデルにおける夏季北ユーラシア降水の日変動 
A310 早崎 将光 (筑波大・生命環境系) CMIP5で再現された東アジア冬季モンスーンの季節進行とその

将来変化 

A311 若松 俊哉 (気象庁気候情報) 熱帯循環の変化が冬季東アジアの定在波に与える影響  
 ～線形傾圧モデルによるメカニズム解析～ 

A312 阿部 学 (JAMSTEC/ICCPR) 将来気候変化予測におけるユーラシアの積雪変化と大気循環への影 

  響 
A313 佐々井 崇博 (筑波大院生命環境) 簡易型地球システムモデルを用いた数千年スケールの温暖化予

測 



 大会第3日  【10月23日(木)】  9:10～11:30 口頭発表 

 B 会場   

中高緯度大気・相互作用 

 座長 ： 佐藤尚毅（学芸大） 

B301 小守 信正 (海洋機構APL) 全球大気海洋結合モデルを用いたアンサンブルデータ同化システムの

開発 

B302 吉岡 真由美 (東北大院理) 台風の経路に大気海洋相互作用が与える変化 
B303 佐藤 尚毅 (学芸大) 梅雨期の強い西風によって維持される黒潮続流域の水温勾配 
B304 岩﨑 慎介 (九大応力研) 夏季・瀬戸内海の海洋潮汐が駆動する下層大気の潮汐周期変動 
B305 築地原 匠 (熊本大院自然科学) 日本付近で急発達した温帯低気圧に対する日本列島の影響 
B306 相澤 拓郎 (筑波大院生命環境) Cyclone Phase Space 上に見られる北極低気圧の構造変化 
B307 門野 美緒 (新潟大院自然) 北極域における極向きエネルギー輸送の長期変動について 
B308 緒方 香都 (三重大院生物資源) 南極海氷が駆動するPSA類似モードの非対称性 

気象教育 

 座長 ： 若月泰孝（筑波大アイソ） 

B309 若月 泰孝 (筑波大アイソ) 山中湖における霧の消散過程の観測：野外実験授業として 
B310 草薙 浩 (京都ウェザー) 気温図と四季気温マップ（IV）－気温の高度減率による東西4000kmのア

メリカ合衆国の地域特性評価－ 

B311 草薙 浩 (京都ウェザー) 季節進行指標から見た九州・沖縄地方の気候 
B312 平川 紀夫 (気象予報士会) クマゼミ初鳴日，最盛期鳴日と梅雨明け日 
B313 平松 信昭 (気象予報士会) 気象予報士CPD制度の創設（その２） 



 大会第3日  【10月23日(木)】  9:10～11:30 口頭発表 

 C 会場   

観測手法 

 座長 ： 大野裕一（NICT） 

C301 上條 賢一 (東洋大) マクロ的気象変動におけるLFDを用いた複雑性観測のための一方法 
C302 青木 誠 (NICT) PANDAドップラーライダー装置の風測定精度検証 
C303 岩井 宏徳 (NICT) ドップラーライダーによる雨滴落下速度計測 
C304 LUCE HUBERT (京大生存研) Turbulence scales and energetics in clear air and clouds evaluated from 

 MU radar and balloon measurements 

C305 GAN Tong (京大生存研) Development of a method for estimating vertical wind velocity in precipitation 

using VHF atmospheric radars 

C306 大野 裕一 (NICT) アースケア衛星搭載雲レーダのビーム内エコー強度不均一のドップラ補正 
C307 勝俣 昌己 (JAMSTEC) 海洋地球研究船「みらい」新レーダーの稼働開始について（速報） 
C308 前坂 剛 (防災科研) XバンドMPレーダーで観測した降雹を伴う積乱雲の後方散乱偏波間位相差に

ついて 

C309 佐々 浩司 (高知大理) 高知大学のMPレーダー観測システム 
C310 佐藤 英一 (気象研) 気象レーダーを用いた火山噴煙の解析Ⅰ：二重偏波パラメータによる噴煙領

域の特定 

C311 真木 雅之 (鹿大) Ka バンドドップラレーダによる桜島噴煙観測 
C312 民田 晴也 (名大地球水循環) 低コストレーザラインスキャナによる降雪粒子観測(2) －降水粒子 

  種別毎の粒径分布計測に向けて－ 

C313 青木 輝夫 (気象研) 近赤外域イメージセンサーによる積雪粒径測定 
C314 入江 仁士 (千葉大CEReS) MAX-DOAS法によるエアロゾル観測の評価：CRDS法・ライダー・ス

カイラジオメーター観測との比較 



 大会第3日  【10月23日(木)】  9:10～11:30 口頭発表 

 D 会場   

大気境界層 

 座長 ： 北村祐二（気象研） 

D301 弓野 沙織 (東北大学) 猛暑による屋外歩行空間の健康被害 リスクの評価手法の開発 
D302 杉本 志織 (首都大) 北海道の農地化に伴う冬季の気候変化 
D303 藤枝 鋼 (気象研) 日本国内における地表面付近の下向き長波長放射量推定に関する評価 
D304 中城 智之 (福井工大) 隣接した2基のウィンドプロファイラレーダーの水平風比較 
D305 阪本 洋人 (RISH) 稠密地上観測に基づく突風率の地域変動特性 
D306 萱場 亙起 (気象庁気候情報) 夏季のヒートアイランド強度の年々変動 
D307 北村 祐二 (気象研) 数値モデルで診断される地表面熱フラックスの水平解像度依存性 
D308 大風 翼 (東北大院工) COSMO siteでの不安定成層形成時の測定結果を目標とした変動風データの

人工的な生成 

大気力学 

 座長 ： 岩山隆寛（神戸大院理） 

D309 宮本 歩 (東大先端研) 南インド洋亜熱帯高気圧の季節変動 
D310 齊藤 洋一  (気象協会) 2014年1月8日に関東地方を通過した波状擾乱の事例解析 
D311 黒田 友二 (気象研) 強制が大気循環に与える影響を特定する新手法 
D312 野田 彰 (JAMSTEC／気象研) 波に誘起された渦拡散テンソルとStokesドリフトの関係 
D313 岩山 隆寛 (神戸大院理) 地衡流乱流における異常渦粘性 
D314 相木 秀則 (JAMSTEC/APL) 風波の生成問題におけるLagrange擾乱量とEuler擾乱量の区別 



 大会第3日  【10月23日(木)】 13:30～17:00 スペシャル・セッション 

 A 会場   

全球降水観測計画「GPM」コア衛星初期データと新たな降水観測 

  

趣旨説明 

 座長 ： 久保田拓志（JAXA） 

A351 沖 理子 (JAXA) 全球降水観測計画（GPM）の全体概要と初期結果 
A352 久保田 拓志 (JAXA/EORC) 全球降水観測計画（GPM）二周波降水レーダ（DPR）の初期校正検証 
A353 井口 俊夫 (NICT) 全球降水観測(GPM)衛星搭載の二周波降水レーダ(DPR)の降雨検出感度 
A354 瀬戸 心太 (長大院工) GPM/DPRによる降水強度推定における二周波法の効果 
A355 花土 弘 (NICT) GPM/DPR(全球降水観測計画主衛星搭載二周波降水レーダ)  軌道上でのビーム一

致度の確認 

A356 下妻 達也 (長大院) GPM/KuPR とTRMM/PR のマッチアップ事例における比較 
A357 中川 勝広 (NICT) NICTにおけるGPM/DPRの地上検証計画 
A358 小林 隆久 (電中研) 短波長偏波レーダーのシミュレーション：降雪 

 

 座長 ： 高薮 縁（東大大気海洋研）  

A359 可知 美佐子 (JAXA/EORC) GPM全球降雨マップ（GPM-GSMaP）の初期検証評価 
A360 青梨 和正 (気象研) GPMマイクロ波放射計(GMI)用の降水リトリーバルアルゴリズム 
A361 広瀬 正史 (名城大) 2つの衛星搭載降水レーダデータの特性 
A362 金丸 佳矢 (JAXA/EORC) TRMM PR 気候データセット整備に向けた軌道高度変更補正データの 

  作成 
A363 高薮 縁 (東大大気海洋研) 降水観測衛星による極端降雨解析研究 
A364 濱田 篤 (東大大気海洋研) Cバンド地上レーダ長期観測によるTRMM PR強雨推定の検証 
A365 岡本 幸三 (気象研) 衛星搭載レーダーの同化に向けて（その２）TRMM/PR，GPM Core/DPRの利 

  用 
A366 小槻 峻司 (理研計算科学) GPM/DPR地上降水量データの初期検証：3.5km NICAMとの比較 

 

 総合討論とまとめ 

   



 大会第3日  【10月23日(木)】 13:30～17:00 スペシャル・セッション 

 B 会場   

南岸低気圧による大雪：その要因，実態，予測可能性 

 座長 ： 中井専人（防災科研・雪氷） 

B351 中井 専人 (防災科研・雪氷) 2014年2月14日～15日南岸低気圧時の降水の推移 
B352 荒木 健太郎 (気象研) 2014年2月関東甲信地方の大雪における詳細降雪分布の解析 
B353 加藤 輝之 (気象研) 2014年2月8日と14～15日の大雪の発生要因と過去事例との比較 
B354 本田 明治 (新潟大理) 2014年2月14日～16日の関東甲信地方に大雪をもたらした大気場の3次元構

造の特徴 

B355 安藤 直貴 (筑波大院生命環境) 南岸低気圧に伴う本州内陸での多降水・多降雪の発現 
B356 中山 秀晃 (気象予報士会) 関東地方の雨雪判定と降雪情報の開発 
B357 中村 一樹 (防災科研雪氷) 2014年2月の南岸低気圧における降水形態の違いによる被害分布の変

化 

B358 上石 勲 (防災科研雪氷) 2014年2月南岸低気圧による大雪災害の概要と応急対応 
B359 中村 一樹 (防災科研雪氷) 2014年2月の南岸低気圧の降雪による表層雪崩の特徴 
B360 松下 拓樹 (土木研) 2014年2月の大雪時の雪崩発生条件に関する一考察 
B361 平島 寛行 (防災科研) 南岸低気圧による大雪災害への雪氷災害発生予測システムの適用 
B362 小松 麻美 (気象協会) 南岸低気圧通過時における積雪変質モデルを用いた雪崩発生の予測可能性

について～2014年2月15日宮城県作並地区での雪崩災害による検討～ 

 

 休憩 

 

 座長 ： 荒木健太郎（気象研） 

B363 山崎 哲 (JAMSTEC) ブロッキングに関係した2014年2月の日本付近の大気循環場 
B364 吉田 聡 (JAMSTEC/APL) Winter T-PARC 2009観測が爆弾低気圧の予測可能性に及ぼす影響 
B365 渡邉 俊一 (東大大気海洋研) 2013年1月14日の南岸低気圧の発達に対する上層擾乱と潜熱解放の

寄与 

B366 吉住 蓉子 (九大院理) ビデオゾンデを用いた冬季南岸低気圧の発達初期段階における降水雲の観

測 

B367 佐野 哲也 (山梨大ICRE) 2014年2月14-15日に甲府盆地にもたらされた南岸低気圧に伴う豪雪の特

徴と形成過程 

B368 荒木 健太郎 (気象研) 2014年2月8～9日関東甲信地方大雪時の降雪雲の特徴 
B369 山下 克也 (防災科研雪氷) 2014年2月の南岸低気圧による関東甲信地方大雪時の降雪種 
B370 石坂 雅昭 (防災科研（雪氷）) 南岸低気圧に伴う温暖前線前面の降雪粒子の特徴 
B371 中井 専人 (防災科研・雪氷) 2014年2月南岸低気圧時における長岡の降雪雲 

 総合討論 

   



 大会第3日  【10月23日(木)】 13:30～17:00 スペシャル・セッション 

 C 会場   

放射観測に関する気象学・気候変動研究の進展 

 座長 ： 大河原望（気象庁） 

C351 藤谷 徳之助 (環境研) 国内における放射観測に関するアンケート調査結果 
C352 早坂 忠裕 (東北大院理) 地上における放射観測の現状と課題 
C353 堀 雅裕 (JAXA/EORC) GCOM-C観測プロダクトの検証に向けた地上観測機材の校正・性能評価の

取り組み 

C354 山崎 明宏 (気象研) 積分球を使ったスカイラジオメータの検定 
C355 眞子 直弘 (千葉大CEReS) SKYNET/スカイラジオメータ―の立体視野角校正 
C356 座間 達也 (計測標準光放射) 放射観測機器の信頼性向上－計量標準の観点から見た問題点と１提

案 

C357 山田 恭平 (東北大院理) 海上ブイの下向き放射観測の精度 
C358 田口 彰一 (産総研) 大気上端正味放射と海面水温の関係 

 

 座長 ： 早坂忠裕（東北大院理） 

C359 大河原 望 (気象庁環境気象) 気象庁における放射観測と気候変動研究への貢献 
C360 堤 之智 (気象大) 九州と沖縄地方での完全曇天時の全天日射トレンドについて 
C361 三枝 信子 (環境研) 気候・陸域生態系変動把握に向けた観測ネットワーク活動と放射観測の課題 

C362 村岡 裕由 (岐阜大学) 森林の光合成生産力推定のための放射観測と生理生態学的研究の融合と展

望 

C363 久米 篤 (九大農) 光合成有効放射と放射観測 
C364 工藤 玲 (気象研) EarthCAREのATLID-MSI複合エアロゾルプロダクトの開発 
C365 Khatri Pradeep (CEReS) Single scattering albedo inconsistency between CIMEL sun photometer 

 (AERONET) and sky radiometer (SKYNET): Algorithm or data? 

C366 齊藤 雅典 (東北大院理) 薄明の空の写真からエアロゾル光学特性を推定するアルゴリズムの開発 



 大会第3日  【10月23日(木)】 13:30～17:00 

 D 会場   

13:30～15:30 スペシャル・セッション 

大気－陸面間の水・エネルギー・炭素フラックスに関する最新研究2014 

 座長 ： 吉田龍平（東北大院理） 

D351 小谷 亜由美 (名大院生命農学) 常緑落葉混交林における二酸化炭素交換量と吸収期間の年変動 

D352 田口 彰一 (産総研) 二酸化炭素濃度の季節変動振幅と放出吸収の関係 
D353 帯川 裕基 (筑波大院生命環境) アジア東部における陸域炭素収支量の変動要因解析 
D354 山田 大輔 (筑波大院生命環境) 窒素降下量が日本の炭素収支に与える影響の評価 
D355 栗林 正俊 (九大応力研) WRF/VISITモデリングシステムを用いた山岳域における森林生態系の炭

素収支の現状評価と将来予測 

 

 座長 ： 佐々井崇博（筑波大院生命環境） 

D356 庭野 匡思 (気象研) グリーンランド氷床上積雪面における潜熱フラックス計算方法の再検討 
D357 小林 哲夫 (無) 2階建接地気層(DSAL)モデルに基づく潅漑水路からの蒸発量評価 
D358 福井 眞 (農環研) 植物の水輸送を担うタンパク質・アクアポリンの発現動態の気象条件依存性 

D359 増冨 祐司 (茨城大農) Global-MATCRO-Riceの開発に向けた水稲の生育期間推計 
D360 斉藤 淳志 (名大院生命) 東シベリアカラマツ林における、長期湿害に伴う炭素・水循環機能の変

化 

D361 宮崎 真 (極地研、JAMSTEC) モンゴル北部永久凍土域のカラマツ林における熱・炭素交換の年々

変動と季節変化 

 

15:40～17:00 スペシャル・セッション 

防災気象情報 

 座長 ： 弘中秀治（気象予報士会） 

   
D362 白石 晶二 (予報士会) 気象災害から命を守る（その１） 
D363 加藤 内藏進 (岡大・教育・理科) 日本付近の大雨の『質』の多様性に関する中学校での授業実践

（防災気象教育と文化理解教育の接点を意識して） 

D364 髙橋 尚也 (防災科研) 気象情報を活用した防災教育 
D365 中谷 剛 (防災科研) 防災気象情報の伝達や利用に関する事例考察 
D366 原田 裕介 (寒地土研) インターネットによる吹雪視界情報の活用状況 
D367 龍山 康朗 (RKB) 防災気象情報を伝えるために・・・気象予報士の役割 
D368 道本 光一郎 (ウェザー・サービス) 防災気象情報などの提供方法等に関する一考察（主に予告的

な情報について） 

 



大会第1日  【10月21日(火) 】 17:00～18:00 ポスター・セッション 

P101  吉田 龍平 (東北大院理) LETKF と側面境界の最適化によるドップラーライダー観測モードの検討 
P102  青柳 曉典 (気象研) ドップラーライダーを用いた都市域の粗度パラメータの推定 
P103  志藤 文武 (気象研) 観測露場周辺の気温の通年観測（第 3 報） －ビルの影と気温－ 
P104  南雲 信宏 (気象研) 海風前線周辺の気流構造と非降水エコー分布の関係 
P105  森 佳祐 (北大院環境) 積雪被覆を考慮した都市キャノピーモデルによる冬季札幌の気温の再現性

評価 

P106  永尾 一平 (名大院環境) 名古屋港で観測された夏季海陸風のホドグラフの鉛直分布 
P107  松井 亜貴 (学芸大) 富士山での笠雲出現日の解析及び予測可能性 
P108  西 暁史 (筑波大院生命環境) 局地風『空っ風』の強風域の空間的特徴 
P109  重田 祥範 (立正大地球環境) 上信越山岳域における高密度気象観測 (1) －山越え気流発生時の

温位勾配－ 

P110  渡来 靖 (立正大地球環境) 上信越山岳域における高密度気象観測 (2) －冬季山越え気流吹送時

の山地斜面に沿った温位分布の特徴－ 

P111  中川 清隆 (立正大地球環境) 上信越山岳域における高密度気象観測 (3) －利根川谷筋の晴天日

気温日変化の季節変化および地域差－ 

P112  中川 清隆 (立正大地球環境) 上信越山岳域における高密度気象観測 (4) －2013年8月の晴天日気

圧日変化の地域差－ 

P113  三井 文乃 (東北大院理) 大気上端における短波放射強制力の雲の鉛直分布による違い 
P114  岡林 裕介 (環境研) 偏光を考慮した放射伝達モデルにおける解析ヤコビアン計算 
P115  江川 大貴 (岡山大院自然) ライダーとスカイラジオメーターを用いた岡山におけるエアロゾルの

光学的厚さの観測 

P116  村山 昌平 (産総研) 酸素安定同位体観測により推定された飛騨高山サイトにおける夜間の生態系

呼吸に対する土壌呼吸の割合の季節的変動 

P117  石戸谷 重之 (産総研) 質量分析計を用いた大気中酸素および二酸化炭素濃度の高精度連続観測 

－発生源解析のための局所 CO2輸送モデルの評価に向けて－ 

P118  中村 俊介 (九大院総理工) CALIPSO/CALIOP と赤外 IIR センサーを利用した黄砂検出 
P119  福島 聡 (熊本県立大環境共生) 境界層内エアロゾルの高度分布の変動：2010～2014 年 九州西岸

での観測 

P120  舟田 亮子 (奈良女子大学人間文化) 船舶太陽放射観測から得られた海上エアロゾルの微物理特性 

P121  木ノ内 健人 (金沢大院) 能登半島における雲粒粒径の季節変動：2012 年 10 月－2013 年 8 月の地

上観測から 

P122  宮川 真友 (奈良女子大院人間文化) 地上観測から得られた南極昭和基地における雲量の変動 
P123  原 圭一郎 (福岡大・理) 南極昭和基地における Black Carbon 濃度とその季節変化 
P124  長瀬 友美 (奈良女子大院人間文化) アジアにおけるメタン変動の研究―NICAM-TM-CH4 モデル

と衛星データとの比較― 

P125  野村 渉平 (環境研) 富士山頂の CO2濃度－Mt. Mauna Loa, Mt. Waliguan との比較－ 
P126  柴田 隆 (名大院環境) スバールバル上空の自由対流圏エアロゾルと雲のライダー連続観測 
P127  茂木 信宏 (東大院理) 降水・雪氷中の微粒子の粒径別数濃度を観測するための数理モデル 
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P128  半田 太郎 (九大院理) 衛星データから見たオゾン量の経年変動と力学場の関係 
P129  山下 陽介 (環境研) CCSR/NIES-agcm5.4g，及び，CCSR/NIES-MIROC3.2 化学気候モデルにおける

太陽 11 年周期の影響の比較 

P130  鈴木 臣 (名大STE研) 広域多地点大気光観測による中間圏大気重力波 
P131  大石 哲 (神戸大学) Development of Pedestrian Navigation System Using Short Term Rainfall Prediction 

 on Smartphone 

P132  井上 晃介 (東京学芸大院 教育) 温帯低気圧の急発達時における環境場の比較 
P133  津田 元気 (旭川地方気象台) 気象庁局地解析システムを用いた 2 段階解析実験 
P134  高橋 暢宏 (NICT) CloudSat を用いた冬季日本海の雲の出現特性について 
P135  出世 ゆかり (防災科研) 2013 年 7 月 8 日に東京都に降雹をもたらした積乱雲の X バンド MP レー

ダー観測 

P136  木村 祐輔 (新潟大院自然) 冬季佐渡島周辺における降水分布の再現実験 
P137  津口 裕茂 (気象研) 2013 年 8 月 9 日の秋田・岩手県の大雨の発生要因について（その 2） 
P138  鈴木 悠也 (福島大院 共生システム理工学研究科) 雲解像モデルCReSSを用いた福島県で発生し

た短時間強雨の事例解析 

P139  岩崎 杉紀 (防衛大地球海洋) 下部成層圏のかなとこ雲 
P140  久保 達哉 (大阪電通) MU レーダー高時間分解能観測による積雲対流の微細構造 
P141  大脇 良夫 (名大地球水循環) 2013年 6月 15日にパラオ共和国で観測された降水システム内の凝結

物と偏波パラメータの対応関係 

P142  本田 匠 (九大院理) 親雲と冷気境界との相互作用による竜巻発生過程-冷気摂動振幅への依存性- 

P143  斎藤 篤思 (気象研) エーロゾル・雲核・氷晶核数濃度の地上モニタリング観測 
P144  島田 正樹 (防衛大地球海洋) 2014年 1月 14日における人工降雨実験の事例解析及びシーディング

による降水量の軽減 

P145  山本 真之 (京大生存研) ウィンドプロファイラーによる鉛直流計測を活用した EarthCARE 衛星雲

プロダクトの検証提案 

P146  広瀬 民志 (千葉大 CEReS) 静止気象衛星赤外観測を用いた対流性降雨の検出と GSMaP 
P147  小山 亮 (気象研) 2013 年台風 23 号及び 24 号の発達期の構造変化の比較 
P148  板垣 陽太 (東大大気海洋研) 南太平洋収束帯付近に降る降雨頂の高い雨の研究 
P149  沢田 雅洋 (気象研) 軸対称台風モデル JCHIPS を用いた台風の強度予報実験 
P150  西 憲敬 (福岡大理) 静止衛星データを用いた長期雲データベースの作製(序報) 
P151  江口 菜穂 (九大応力研) 2010 年 1‐2 月の熱帯下部成層圏の急激な CO 濃度増加について 
P152  高倉 寿成 (九大院理) 台風中心近傍の水蒸気起源の季節別特徴 
P153  高橋 千陽 (JAMSTEC) 北半球冬季熱帯域における季節内降水の将来変化と遠隔影響 
P154  加藤 雅也 (名大地球水循環) CReSS-NHOES を用いた台風の発達に対する黒潮の役割の解析 
P155  出牛 真 (気象研) 巨大火山噴火が中層大気の大循環・化学過程へ及ぼす影響：地球システムモデ

ルによる解析 

P156  内山 常雄 (気象予報士会) 2014 年前半の関東甲信越の気温変動 
P157  安田 珠幾 (気象研) 熱帯太平洋の十年規模変動が ENSO 予測に及ぼす影響 
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P158  山地 萌果 (首都大院都市環境) エアロゾル-雲-降水の相互作用に着目したエアロゾル光学的厚さ

の年々変動の非対称性 

P159  清水 治 (防衛大地球海洋) 空気潤滑法による泡の反射率の測定 
P160  横山 土実 (首都大院都市環境) チベット高原上で発生・東進する対流活動の統計的研究 
P161  神澤 望 (首都大院都市環境) CMIP5 による夏季アジアモンスーン域における降水量の将来変化予

測 

P162  井上 知栄 (JAMSTEC/DCOP) インドシナ半島における 3～4 月降水量の年々変動と循環場との関

係 

P163  渡邊 茂 (筑波大院生命環境) 南アジア夏季モンスーンの将来予測における CMIP3-CMIP5 間の不

確実性に寄与する要因 

P164  水野 翔太 (富山大学理学部) 日本海沿岸域の初冬期における降水量の増加傾向について 
P165  眞崎 良光 (環境研) ＧＣＭの湿度バイアスが蒸発散量の推定に与える影響の定量的評価 
P166  長谷川 聡 (ICHARM) MRI-AGCM3.2H の RCP シナリオ実験の日降水量の統計的ダウンスケーリ

ング 
P167  道端 拓朗 (九大院総理工) MIROC-SPRINTARS における auto-conversion スキームの検討 
P168  川瀬 宏明 (気象研) NHRCM20 のアンサンブル実験による冬季日本海側における降水量の将来予

測 
P169  朴 昊澤 (JAMSTEC/RCGC) 北極大河川の氷厚と水温環境の変化 
P170  吉田 康平 (気象研) MRI-CGCM3 による過去千年気候の高解像度シミュレーション 
P171  原 政之 (JAMSTEC) 気候変動が日本の大都市の冬季ヒートアイランドに与える影響 
P172  大泉 三津夫 (気大) NHRCM の iSiB 植生キャノピーサブモデルに導入した接地境界層スキーム 
P173  小林 ちあき (気象研) JRA-55 ファミリーにおける降水量と海面水温との関係の再現性評価 
P174  大谷 和男 (岡山大院自然) 1993 年の長崎を例とした梅雨前線停滞時の多雨日と少雨日にみられる

広域大気場の比較～梅雨降水量の長期変動理解へのベースの一つとして～ 

P175  岡島 悟 (東大先端研) 黒潮・親潮続流域の十年規模変動に伴う海面水温偏差に対する大規模大気

応答の可能性とそのメカニズム 

P176  荒川 隆 (JAMSTEC) NICAM 低解像度計算における単体実行と COCO 結合時の比較 
P177  木村 恭徳 (首都大院都市環境) 東京の都心西方における冬季夜間の気温分布と風系との関係 
P178  高橋 洋 (首都大・JAM) MIROC-ESM によるエアロゾルの直接効果及び間接効果の見積もり：熱

帯域と中緯度域との違い 

P179  山浦 剛 (理研計算科学) 北半球夏季季節内振動にみられる十年規模変動 
P180  門倉 真二 (電中研) 統計的手法による気象要素の確率密度推定(6)―河川流域降水量 PDFの将来変

化の地域性― 

P181  山田 賢 (京大院理) 熱帯季節内振動に対する中高緯度大気循環の応答における振幅依存性 
P182  永井 将貴 (千葉大院理) 黒潮前線帯からの水蒸気供給と低気圧の急速発達－コンポジット解析と

熱収支解析－ 

P183  村崎 万代 (気象研) 高解像度 SST 版 JRA-55 を境界条件に用いた NHM による大気応答 
P184  川合 義美 (JAMSTEC/RCGC) 梅雨期の黒潮・黒潮続流域におけるゾンデ観測同化のインパクト 
P185  江口 菜穂 (九大応力研) GOSAT TANSO-FTS スペクトルからの巻雲検出:CALIOP との比較 
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P186  関 隆則 (気象予報士会) 生徒の能動的参加を重視した気象実験事例（その２）「赤外線の放射と

吸収実験」 

P187  本間 基寛 (京大防災研) 幅のある気象情報の表現方法に関する基礎的検討 
P188  紺野 祥平 (東北農研センター) アンサンブル予測実験結果を用いたイネ葉いもち病発生確率予報

の精度評価 

P189  武村 一史 (京大院理) キメラグリッド法により地形表現を行う気象モデルの開発 
P190  直原 悠紀子 (神戸大院工) 超高解像レーダーと移流モデルを用いた降雨予測場に関する研究 
P191  林 浩平 (防衛大地球海洋) 人工降雨（豪雪軽減）実験 
P192  茅場 聡子 (奈良女子大院人間文化) 中国華北域における一酸化炭素とオゾンの変動解析-バイオマ

スバーニングとの関連研究- 

P193  福田 悟 (JAXA/EORC) GOSAT/TANSO-CAI から得られたエアロゾルの光学的厚さと TANSO-FTS
から得られたエアロゾルの光学的厚さの比較 

P194  高木 聖子 (東海大 TRIC) EarthCARE/MSI 観測データを用いた雲判別・雲物理量プロダクト開発

の現状と展望 

P195  原 由香里 (九大応力研) 一週間継続した黄砂と越境大気汚染の輸送構造と物理化学特性 
P196  田上 雅浩 (東大院工) 日本全国における降水の安定同位体比を用いた水蒸気起源の推定 
P197  馬場 賢治 (酪農大 環境) 洞爺湖中島におけるエゾシカの個体数と大気場の関係について 
P198  松下 拓樹 (土木研) 積雪期における降雨の発生実態（２）－発生頻度の地域的な特徴－ 
P199  鈴木 博人 (JR東日本防災研究所) 関東平野における大雨の空間スケール － 複数の機関の降雨

量データを用いた解析 － 

P1a0  内山 庄一郎 (防災科研) SfM による雲の三次元形状モデル生成に関する試行的研究 

P1a1  西川 将典 (北大低温研) 2 台の Ka 帯レーダを用いた融解層における減衰率の推定（２） 

P1a2  川村 誠治 (NICT) 地上デジタル放送波を用いた水蒸気観測システムの研究開発 

P1a3  妻鹿 友昭 (阪大院工) 雨量計補正降水マップ(GSMaP Gauge)の作成 

P1a4  林 翔太 (長大院工) 地上レーダデータを利用した TRMM-PR における降雨の非一様性推定手法の

検証 

P1a5  山下 克也 (防災科研雪氷) 2013/14 冬季の新潟での試験的な降雪粒子観測結果を用いた 2 次元ビデ

オディスドロメーターの性能調査 

P1a6  藤本 梨沙 (奈良女子大理) 船舶搭載型全天カメラデータ解析による雲の研究 
P1a7  杜 明遠 (農環研) ダストパーティクルカンターを利用した PM2.5 のモニタリングについて 
P1a8  小西 啓之 (大阪教育大) 光学式雨量計による降雪観測 
P1a9  小司 禎教 (気象研) 複数 GNSS 利用による海上での可降水量解析精度向上 
P1b0  永井 智広 (気象研) 二酸化窒素観測用差分吸収法ライダー（DIAL）の開発 
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P301  伊藤 純至 (東大大気海洋研) 砂漠に生じたダストデビル（塵旋風）の PIV 
P302  川端 康弘 (気象研) 大気－地表間におけるエネルギー輸送 
P303  萩野谷 成徳 (気象研) 館野の鉄塔データから推定した粗度長の長期変動（２） 
P304  藤間 由佳 (首都大院都市環境) 東京都における都市キャノピー層内の気温の時空間変動と局地風

系との関係 

P305  中村 祐輔 (立正大院地球環境) 埼玉県熊谷市におけるヒートアイランド強度の日変化パターン―
統計的手法によるアプローチ― 

P306  中島 虹 (首都大院都市環境) 連続する海風日における大気汚染物質濃度の変化 
P307  瀬戸 芳一 (首都大院都市環境) 関東平野における夏季日中の収束・発散場からみた近年の局地風

系の特徴 

P308  佐藤 亮吾 (筑波大院生命環境) 福島県中通り地方における風の気候学的研究 
P309  高根 雄也 (産総研) 2013 年 8 月における四万十猛暑の数値シミュレーション 
P310  吉田 龍平 (東北大院理) 東日本における気候変化と水稲栽培品種の将来変化 
P311  五十嵐 健祐 (東北大院理) 東日本におけるいもち病感染リスクの将来変化 
P312  朽木 勝幸 (気象研) 複数の積雪粒子形状モデルを用いた積雪物理量の推定 
P313  渡邊 武志 (東海大TRIC) サンプルエントロピーを用いた日射量の変動の評価 
P314  所 悠香 (東北大院理) 内暈の発現と氷晶雲の微物理特性の関係 
P315  井上 梓 (奈良女子大学院人間文化) 地上および衛星観測データ解析による雲層高度の推定とその

検証 

P316  森本 祥太郎 (東大大気海洋研) クロロフィルによる海面射出がエアロゾル推定量に及ぼす影響 

P317  高島 久洋 (福岡大理) MAX-DOAS 法によるホルムアルデヒド (HCHO) の立体観測 ～ 福岡都

市域における空間不均質性 ～ 

P318  石塚 正秀 (香川大工) モンゴルゴビ砂漠におけるダストフロントの観測 ～2014 年春の集中観測

～ 

P319  弓本 桂也 (気象研) 全球エーロゾルモデル MASINGAR を用いた黄砂同化予測システムの開発 
P320  古賀 聖治 (産総研) 南大洋における大気境界層内エアロゾル粒子の消散・散乱係数 
P321  橋本 真喜子 (大気海洋研) エアロゾル特性推定のための多波長マルチピクセル法を用いたリモー

トセンシング手法の開発 

P322  小濱 里沙 (東大大気海洋研，環境研) 札幌のオゾン全量トレンドに対するハロゲンガス増加の影

響について 

P323  坪井 一寛 (気象研) 南鳥島気象観測所における大気中ハロカーボン濃度観測 
P324  杉田 考史 (環境研) 西シベリア上空の水蒸気・気温・メタン高度分布の比較 
P325  川上 修司 (JAXA/EORC) GOSAT データ検証のための地上高分解能 FTS による二酸化炭素および

メタンの気柱量の長期観測（その２） 

P326  町田 敏暢 (環境研) 航空機を利用したシベリア上空の温室効果ガスの長期観測 
P327  松枝 秀和 (気象研) CONTRAIL で観測された上部対流圏の微量気体濃度の分布と変動 
P328  澤 庸介 (気象研) CONTRAIL で観測された上部対流圏 CO2の濃度増加速度の変動 
P329  納口 泰輔 (北大院環境) 2000 年-2001 年に観測された成層圏水蒸気減少に関する考察 
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P330  伊藤 一成 (東北大学院理) GCM を用いた金星硫酸雲生成・消失と大気化学過程の研究 
P331  林 歩夢 (北大院環境) 東アジア・北西太平洋における夏の上層渦位と降水の関係性 
P332  山上 晃央 (筑波大院生命環境) 3 次元ノーマルモード展開を用いた JRA-55 長期再解析データのエ

ネルギースペクトル解析 

P333  若月 泰孝 (筑波大アイソ) レーダ画像から逆推定した対流発生領域への水蒸気ナッジング実験 

P334  山本 宗尚 (京大院理) 対流圏下層安定度を考慮した地形性降雨推定手法の GSMaP への実装 
P335  大瀧 莞司 (富山大学理学部) 東シナ海における 6 月の降水特性の違い 
P336  大高 早苗 (筑波大院生命環境) 首都圏における降水への都市の影響調査 
P337  野呂瀬 敬子 (防衛大地球海洋) 地上稠密観測で捉えた 2013 年 8 月 11 日前橋ダウンバーストの空

間構造 

P338  大井川 正憲 (京大生存研) LETKF を用いた 2012 年 8 月 14 日の宇治豪雨の線状降水帯の解析 
P339  野村 光春 (電中研) 関東地方における降雪前の気温の低下 その 2 
P340  河田 雅生 (九大院理) 下層風の鉛直シア環境場におけるスコールラインの傾斜変化 
P341  櫻井 南海子 (防災科研) 関東の暖候期に発生する積乱雲に対するレーダパラメタを用いた発雷指

標の比較検討 

P342  小池 雄大 (神戸大院工) 偏波レーダーと雷探知装置を用いた前線通過に伴う雷と降水セルに関す

る研究 

P343  本吉 弘岐 (防災科研雪氷) 質量・粒径・落下速度の同時測定から得られた降雪粒子の抵抗係数の

特徴 

P344  西川 はつみ (三重大院生物資源) ラジオゾンデ観測で捉えられた千島列島周辺の cold SST spot が
形成するメソ高気圧 

P345  中 大輔 (神戸大院工) 複数の GPS 受信機を使用した天頂大気遅延量の解析 
P346  大島 和裕 (JAMSTEC/RCGC) 北極域における大気客観解析データの再現性評価：ラジオゾンデ観

測との比較 

P347  辻 宏樹 (九大院理) 台風を模した渦の大きさに対する二次循環の広がりの重要性 
P348  斎藤 琢 (岐阜大・流域圏) スギ・ヒノキ林を対象としたＧＰＰ推定モデルの精度検証 
P349  栁瀬 篤志 (富山大学理学部) 海洋大陸における日周期降水活動の季節変化 
P350  幸田 純子 (九大院理) 自己組織化マップ(SOM)を用いた北半球夏季季節内変動に関する研究 
P351  宮島 高弘 (富山大院理工) 北西太平洋域における台風と指向流の関係に関する研究 
P352  遠矢 康平 (名瀬測候所) 台風環境場の長期変化 
P353  鈴木 香寿恵 (統数研) ISM-確率台風モデルの開発－その 1－ 
P354  宮坂 貴文 (東大先端研) 冬季北太平洋十年規模変動の長期変調とその将来予測 
P355  石崎 紀子 (JAMSTEC/DSEP) 気温と海面水温上昇に伴う日本海沿岸の冬季降水強度の変化 
P356  佐藤 友徳 (北大地球環境) マルチGCM-マルチRAMダウンスケーリング実験による北海道の冬季

気候予測の不確実性評価 

P357  荒川 理 (筑波大生命環境) 気象研究所高解像度大気大循環モデルにおけるチベット高原上の水収

支とモデル水平解像度依存性 

P358  山口 悟 (防災科研) 日本における積雪物性値の季節・空間変動に関する研究 
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P359  野坂 真也 (気象研) 地域気候モデルの風に対するバイアス補正手法の比較 
P360  今川 新 (千葉大院理) 南シナ海夏季モンスーン開始日に対する海洋の影響 
P361  二宮 大輝 (首都大院都市環境) 冬季東アジアモンスーンの季節内変動の長期変化 
P362  熊井 暖陽 (筑波大院生命環境) 積雲対流スキームに起因する夏季アジアモンスーン気候再現の差

異 

P363  遠藤 洋和 (気象研) 高解像度 MRI-AGCM によるモンスーン降水の再現性 
P364  西澤 慶一 (電中研) エネルギー収支モデルを用いた放射強制力の有効性の見積もり 
P365  三木 友梨紗 (筑波大院生命環境) 地球温暖化に伴う熱帯域の対流変動 
P366  高橋 洋 (首都大・JAM) 観測・再解析・CMIP5 モデルによるカラム積算水蒸気量と水蒸気リサイ

クリングの経年変動 

P367  村田 昭彦 (気象研) 地域気候アンサンブル実験における日本付近の極端な降水量の再現性 
P368  横山 正樹 (農環研) ダウンスケールデータと地点観測データを使用した高知県の日降水量主成分

分析 

P369  シェリフ多田野 サム (東大大気海洋研) 氷期に氷床が大気循環を通して大西洋子午面循環に与え

る影響 

P370  杉本 志織 (首都大) バングラディシュおよびその周辺域での降水過程に対する陸面状態の影響 

P371  初鹿 宏壮 (富山県環境科学センター) 診断型積雪分布モデルを用いた富山における積雪水量の時

空間分布解析 

P372  佐々木 秀孝 (気象研) NHRCM20 による確率降水量の不確実性について 
P373  仲江川 敏之 (気象研) 東京を対象とした SRES A1B 下での今世紀末の極端指標気候アナログ 
P374  田中 健路 (広工大環境) 1979 年 3 月 31 日の長崎港でのあびきに関する気圧ジャンプの再現計算 
P375  山本 勝 (九大応力研) 黄海・東シナ海－日本海 SST シーソーが急発達する低気圧に与える影響 
P376  浜田 純一 (首都大都市環境) 海大陸域東部における豪雨出現の年々変動とENSOとの関連 
P377  横山 千恵 (東大大気海洋研) CMIP5 データを用いた梅雨期降雨の将来変化と環境場との関係 
P378  鈴木 智恵子 (JAMSTEC) 標高別にみた積雪被覆の季節変化 
P379  田中 朱美 (環境研) 複数の農業適応策を考慮した適応パスに関する感度分析 
P380  大竹 秀明 (産総研) 電力系統運用のための気象予測情報の利用 ―その１―局地モデルの日射量

予測値の信頼区間推定 

P381  宇田川 佑介 (東大生産研) 電力系統運用のための気象予測情報の利用 ―その２―発電機起動停

止計画モデルを用いた日射量予測値の信頼区間・予測精度が与える影響 

P382  菅野 湧貴 (東北大院理) 特定温位面以下の寒気質量の長期変化傾向 
P383  鳥羽瀬 世宇 (九大院理) 夏季北極海上の低気圧活動：SLP 低下とブロッキング発生地域との関連

性 

P384  岩本 勉之 (極地研／新潟大理) 北極海の夏の海氷面積の変動と日本の冬の降雪深との関係 
P385  中野 優子 (九大院理) 黒潮続流域で急激に発達する最大クラスの爆弾低気圧の水蒸気起源の特徴 
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P386  田中 博春 (長野県環境保全研) 温暖化影響に関する市民参加型モニタリングウェブサイト「信

州・温暖化ウオッチャーズ」の構築・運用について 

P387  北村 岳史 (神戸大院工) 降雨予測を含めた歩行者ナビの開発・実装・改良に関する研究 
P388  小野 純 (極地研) 巨大低気圧通過時における北極航路域の海氷短期予測実験 
P389  瀬古 弘 (気象研) 可搬型水蒸気ライダーと高密度気圧観測網を想定した観測システムシミュレー

ション実験 

P390  山口 弘誠 (京大防災研) XRAIN から推定した氷粒子混合比の雲アンサンブル同化手法の開発によ

る豪雨予測 

P391  宮崎 理紗 (JAXA/EORC) GCOM-C/SGLI プロダクトの校正検証計画概要 
P392  パン シャオレ (九大応力研) Integrated observations on the anthropogenic pollutants and dust transport 

at Fukuoka using Polarization Optical Particle Counter (POPC) and Continuous Dichotomous Aerosol 
Chemical Speciation Analyzer (ACSA-12) 

P393  高畑 若奈 (酪農大 環境共生) 2012 年春季における CReSS を用いたアジアダストの再現実験 
P394  白石 浩一 (福岡大理) 蛍光ラマンライダーを用いた福岡における対流圏エアロゾルの観測 
P395  寺尾 有希夫 (環境研) 波照間島と落石岬で観測された大気二酸化炭素中の放射性炭素同位体比の

年々変動と季節変動 

P396  村田 浩太郎 (熊本県立大環境共生) 異なる天気条件下のバイオエアロゾル濃度：2012-2014 年春季

の熊本西岸部における細菌数の観測 

P397  毛家村 友里子 (NWU) 2005 年春に着目した中国から日本へのオゾン越境汚染の事例解析 
P398  黒崎 泰典 (鳥大乾地研) モンゴルゴビ砂漠における谷スケール(約 10km)での黄砂発生の空間的違

い 

P399  飯塚 聡 (水・土砂防災研究ユニット) MP レーダで推定される東京湾上の風速の検証 
P3a0  武藤 拓也 (千葉大院融) 衛星観測および地上観測による日本の対流圏NO2カラム濃度のトレンド

解析 

P3a1  山本 真之 (京大生存研) ウィンドプロファイラーレーダー用デジタル受信機の開発 

P3a2  加藤 万莉絵 (三菱電機) ライダを用いた雲底雲量自動計測法 

P3a3  堀江 宏昭 (NICT) EarthCARE/CPR 検証用高感度レーダの初期観測結果（その２） 

P3a4  野口 克行 (奈良女子大研究院自然) 静止衛星を用いた対流圏 NO2観測における地表面 BRDF の影

響－鉛直気柱量の評価－ 

P3a5  清水 慎吾 (防災科研) 地上設置型マイクロ波放射計ネットワークと精度検証実験の概要 

P3a6  上原 盛希 (琉球大院理工) 雷計測のための光検出装置と雷光シミュレータの製作及び試験 

P3a7  酒巻 洋 (三菱電機) 偏光ドップラーライダによる噴煙観測 ― 初期観測結果 ― 

P3a8  平形 麻紀 (JAXA/EORC) CALIPSO 及びTRMM によるCloudSat 雲粒子タイプ識別アルゴリズム

の改良 

P3a9  小司 禎教 (気象研) GPS/GNSS 反射波を用いた積雪深解析(序報) 
P3b0  星野 俊介 (気象研) ドップラーライダーとゾンデを用いた乱流の鉛直構造把握の試み 


	A2014oral_20140909
	A2014poster_20140902

